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第１章 調査実施の概要 
 

１ 調査目的 

「高齢者の生活に関する調査」は、葛飾区が平成 29 年度に策定する高齢者保健福祉

計画・介護保険事業計画（平成 30～32 年度）の基礎的な資料とするため、区内在住の

65 歳以上の高齢者を、要支援・要介護の認定を受けていない方（以下「認定を受けて

いない者」という。）と、要支援・要介護の認定を受けている方（以下「要支援・要介

護認定者」という。）に分け、それぞれ生活実態や意向等を把握、分析することを目的

とする。 

 

２ 調査の概要 

調査対象者 認定を受けていない者 要支援･要介護認定者 

抽出方法 

介護保険台帳をもとに、要支援・

要介護の認定を受けていない 65

歳以上の区民（平成 28 年 10 月 1

日現在）の中から地域・年齢を考

慮した上で無作為に抽出 

介護保険台帳をもとに、要支援・

要介護の認定を受けている 65 歳

以上の区民（平成 28 年 10 月 1 日

現在）の中から地域・年齢を考慮

した上で無作為に抽出 

調査方法 郵送配布・郵送回収 

調査期間 平成 28 年 10 月 21 日～11 月 18 日 

調査票の 

回収結果 

配 布 数 ： 2,200 票 配 布 数 ： 1,800 票 

有効回収数 ： 1,564 票 有効回収数 ： 1,158 票 

有効回収率 ： 71.1％ 有効回収率 ： 64.3％ 

 

３ 調査結果の見方  

 図表中の「Ｎ」は、設問への回答者数を示す。 

 調査結果のグラフは、各回答の割合（％）で表示する。 

 各回答の割合（％）は、すべて小数点以下第 2位を四捨五入した数値であるため、

各回答の割合（％）の合計が 100％にならない場合がある。 

 複数回答（あてはまるものすべてに○）の設問においては、各回答の割合（％）

の合計は 100％にならない。 

 ±0.5 ポイント以内は横ばい、±0.6～0.9 ポイントは微増・微減、±1ポイント

以上は増加・減少と記している。 
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第２章 調査結果の要旨 
 

 

１ 調査の回答者 

 

 認定を受けていない者は「あて名のご本人」が 90.3％である。 

 要支援・要介護認定者では「あて名のご本人」が 47.1％を占め、「あて名の方の

ご家族」は 45.3％となっている。 

 
 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者について「あて名のご本

人」（90.1％→90.3％）は横ばいである。 

 要支援・要介護認定者は、「あて名のご本人」（36.0％→47.1％）が増加し、「あて

名の方のご家族」（52.4％→45.3％）は減少となっている。 

 

【 調査の回答者（単数回答） 】 

 ＜今回調査＞ ＜前回調査＞ 

※「サービス提供者、施設の職員」の選択肢は、要支援・要介護認定者のみ 

 

 

 

■認定を受けていない者は「あて名のご本人」が90.3％、要支援・要介護認定者では「あ

て名のご本人」が 47.1％ 

90.3 

5.4 

0.3 

4.0 

47.1 

45.3 

3.1 

0.6 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あて名のご本人

あて名の方のご家族

サービス提供者、施設の職員

その他の人

無回答
認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=1,158)

90.1 

5.9 

0.2 

3.8 

36.0 

52.4 

5.6 

1.6 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定を受けていない者(Ｎ=1,638)

要支援・要介護認定者(Ｎ=1,164)
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２ 「あて名のご本人」の属性 

 

 認定を受けていない者は「女性」55.7％、「男性」43.4％となっている。 

 要支援・要介護認定者では「女性」が 63.6％、「男性」が 34.8％となっている。 

 
 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者について「女性」（52.8％

→55.7％）は増加、「男性」（46.2％→43.4％）は減少している。 

 要支援・要介護認定者は、「女性」（66.2％→63.6％）は減少、「男性」（32.3％→

34.8％）は増加している。 

 

 

【 性別（単数回答） 】 

 ＜今回調査＞ 

 

 ＜前回調査＞ 

■性別は、認定を受けていない者、要支援・要介護認定者ともに「女性」が 5～6 割台 

43.4

34.8

55.7

63.6

0.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定を受けていない者

(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者

(Ｎ=1,158)

男性 女性 無回答

46.2

32.3

52.8

66.2

1.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定を受けていない者

(Ｎ=1,638)

要支援・要介護認定者

(Ｎ=1,164)

男性 女性 無回答
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 認定を受けていない者は「70～74 歳」の 26.6％、「65～69 歳」の 25.6％などの

割合が多く、65～74 歳の前期高齢者があわせて 52.2％を占める。認定を受けてい

ない者の平均年齢は 74.7 歳である。 

 要支援・要介護認定者では「80～84 歳」が 25.3％、「85～89 歳」が 25.0％であ

り、80 歳代が 50.3％となる。要支援・要介護認定者の平均年齢は 83.0 歳であ

る。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者について増加しているの

は「80～84 歳」（12.9％→16.0％）である。 

 要支援・要介護認定者では「90 歳以上」（15.5％→17.8％）が増加している。 

 

 

【 年齢（単数回答） 】 

 ＜今回調査＞ ＜前回調査＞ 

 

■年齢は、認定を受けていない者は「70～74 歳」、要支援・要介護認定者は「80～84

歳」が最も多い 

25.6 

26.6 

24.2 

16.0 

5.4 

1.5 

0.7 

5.2 

8.2 

15.5 

25.3 

25.0 

17.8 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40%

６５～６９歳

７０～７４歳

７５～７９歳

８０～８４歳

８５～８９歳

９０歳以上

無回答 認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=1,158)

25.1 

29.7 

23.3 

12.9 

6.3 

1.5 

1.2 

5.2 

10.1 

15.5 

26.7 

24.2 

15.5 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40%

認定を受けていない者(Ｎ=1,638)

要支援・要介護認定者(Ｎ=1,164)
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 要支援・要介護認定者について、あて名のご本人の要支援・要介護度をみると、

「要介護 2」が 22.6％で最も多く、次いで「要支援 2」16.3％、「要介護 1」14.2％

となっている。 

 最も割合が少ないのは、｢要介護 5｣の 9.2％である。 

 

 

【 要支援・要介護度（単数回答） 】 

 ＜今回調査＞ ＜前回調査＞ 

 

 

■要支援・要介護認定者の要支援・要介護度は「要介護 2」が 22.6％で最も多い 

12.3 

16.3 

14.2 

22.6 

11.7 

9.7 

9.2 

4.1 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

無回答 Ｎ=1,158

8.6 

17.5 

13.1 

21.1 

14.6 

11.3 

10.7 

3.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

Ｎ=1,164
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 要支援・要介護認定者について、あて名のご本人が生活している場所をみると、

「自宅」で暮らしている割合が 80.8％を占める。 

 自宅以外では、「特別養護老人ホーム」5.9％、「有料老人ホーム・ケアハウス」

3.5％、「老人保健施設」2.4％の順に多いが、「特別養護老人ホーム」「有料老人ホ

ーム・ケアハウス」以外はいずれも 3％以内となっている。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、要支援・要介護認定者では「自宅」（79.6％→

80.8％）が増加している。 

 

 

【 現在生活している場所（単数回答） 】 

 ＜今回調査＞ ＜前回調査＞ 

※「老人保健施設」「介護療養型医療施設」「自宅」の選択肢は、調査票で
は（ ）書きで説明を付しているが、報告書では掲載を省略している 

 

 

■要支援・要介護認定者の生活している場所は「自宅」が 80.8％を占める 

5.9 

2.4 

1.2 

1.9 

3.5 

1.1 

80.8 

1.9 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特別養護老人ホーム

老人保健施設

介護療養型医療施設

認知症高齢者グループホーム

有料老人ホーム・ケアハウス

その他の施設

自宅

その他

無回答 Ｎ=1,158

6.3 

3.2 

0.9 

3.0 

2.7 

1.6 

79.6 

2.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｎ=1,164



- 7 - 

３ 家族について 

 

 認定を受けていない者では最も多い割合は「家族と同居（65 歳以上ではない）」の

31.6％であり、次いで「夫婦のみ世帯（65 歳以上）」の 28.5％、「ひとり暮らし」

が 15.9％で続いている。 

 要支援・要介護認定者では「家族と同居（65 歳以上ではない）」の 32.2％が最も

多く、次いで「ひとり暮らし」24.5％、「夫婦のみ世帯（65 歳以上）」22.0％とな

っている。 

 認定を受けていない者と要支援･要介護認定者を比較すると、「ひとり暮らし」お

よび「家族と同居（65 歳以上ではない）」は要支援･要介護認定者に多く、｢夫婦の

み世帯｣は認定を受けていない者に多くなっている。 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者では「ひとり暮らし」

（14.2％→15.9％）は増加している。 

 要支援・要介護認定者においても「ひとり暮らし」（21.1％→24.5％）が増加して

いる。 

【 世帯状況（単数回答） 】 

 ＜今回調査＞ ＜前回調査＞ 

※上記は、同居者および 65 歳以上の世帯を組み合わせて集計しなおした結果である 

■認定を受けていない者、要支援・要介護認定者ともに、「家族と同居（65 歳以上ではな

い）」の占める割合が最も多い 

15.9 

28.5 

4.2 

1.6 

6.5 

31.6 

1.6 

10.3 

24.5 

22.0 

1.6 

1.5 

6.3 

32.2 

1.7 

10.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ひとり暮らし

夫婦のみ世帯（65歳以上）

夫婦のみ世帯（65歳以上ではない）

夫婦のみ世帯（不明）

家族と同居（65歳以上のみ）

家族と同居（65歳以上ではない）

家族と同居（不明）

無回答

認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)

14.2 

30.0 

4.3 

2.6 

4.6 

32.7 

2.1 

9.6 

21.1 

22.1 

1.5 

2.5 

7.8 

36.7 

1.5 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

認定を受けていない者(Ｎ=1,638)

要支援・要介護認定者(Ｎ=949)
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 認定を受けていない者では 52.2％が「半日以上ひとりになることはほとんどない」

と回答している。次いで「週 4日以上」の 17.2％となっている。 

 要支援・要介護認定者では「半日以上ひとりになることはほとんどない」が 49.2％、

次いで「週 4日以上」の 19.7％である。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者では「半日以上ひとりに

なることはほとんどない」（48.8％→52.2％）が増加している。 

 要支援・要介護認定者では「週 4日以上」（17.8％→19.7％）は増加、「週 2～3日」

（9.4％→14.6％）は増加、「半日以上ひとりになることはほとんどない」（50.1％

→49.2％）は微減、「週 1日程度」（7.3％→7.2％）横ばいとなっている。 

 

 

【 日中独居になる日数（単数回答） 】 

 

 

■認定を受けていない者、要支援・要介護認定者ともに、「半日以上ひとりになることは

ほとんどない」が 5 割前後を占める 

17.2 

11.5 

11.9 

52.2 

3.4 

3.8 

19.7 

14.6 

7.2 

49.2 

2.7 

6.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

週４日以上

週２～３日

週１日程度

半日以上ひとりになる

ことはほとんどない

その他

無回答
認定を受けていない者(Ｎ=1,155)

要支援・要介護認定者(Ｎ=624)



- 9 - 

４ 住まいについて 

 

 認定を受けていない者では「一戸建て（持ち家）」が 59.5％、次いで「集合住宅（持

ち家）」が 12.7％となっている。 

 要支援・要介護認定者では「一戸建て（持ち家）」が 57.2％、次いで「集合住宅（公

営賃貸）」が 14.6％となっている。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者では「一戸建て（持ち家）」

（59.3％→59.5％）は横ばい、要支援・要介護認定者では「一戸建て（持ち家）」

（59.9％→57.2％）は減少となっている。 

 

 

【 自宅の種類と所有（単数回答） 】 

※上記は、自宅の種類および所有を組み合わせて集計しなおした結果である 

※「集合住宅」「民間の賃貸住宅」「公営の賃貸住宅」の選択肢は、調査票では( )書きで
説明を付しているが、報告書では掲載を省略している 

 

 

■認定を受けていない者、要支援・要介護認定者ともに、現在の住まいは「一戸建て（持

ち家）」が 6 割弱を占める 

59.5

1.9

0.7

12.7

9.3

10.2

0.8

0.8

4.1

57.2 

1.8 

0.6 

8.6 

12.0 

14.6 

1.3 

1.1 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

一戸建て（持ち家）

一戸建て（賃貸住宅）

一戸建て（その他）

集合住宅（持ち家）

集合住宅（民間賃貸）

集合住宅（公営賃貸）

集合住宅（その他）

その他

無回答
認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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５ 健康状態について 

 

 認定を受けていない者では、何らかの疾病がある人（100％から「特にない」およ

び「無回答」を引いた数値）が 81.3％を占めている。具体的な疾病では「高血圧」

43.0％、「歯の病気」21.2％、「目の病気」19.4％などが多い割合になっている。 

 要支援・要介護認定者では、何らかの疾病がある人（100％から「特にない」およ

び「無回答」を引いた数値）が 92.1％となっている。具体的な疾病では｢高血圧｣

40.4％、「筋肉や骨の病気」29.2％、「目の病気」23.9％などが 2割を超えている。 

 

【 疾病の状況（複数回答） 】 

 

※「呼吸器系の病気」「消化器系の病気」「泌尿器系の病気」「筋肉や骨の病気」「こころの病気」「目
の病気」「耳の病気」「歯の病気」の選択肢は、調査票では（ ）書きで説明を付しているが、報
告書では掲載を省略している 

■認定を受けていない者は「高血圧・歯の病気・目の病気」、要支援・要介護認定者は

｢高血圧・筋肉や骨の病気・目の病気」が上位 3 位  

43.0 

2.2 

9.7 

11.4 

13.2 

5.1 

6.3 

8.1 

15.0 

2.0 

4.0 

2.2 

19.4 

7.2 

21.2 

4.3 

16.3 

2.4 

0% 20% 40% 60%

高血圧

脳卒中、脳こうそく

心臓病

糖尿病

高脂血症

呼吸器系の病気

消化器系の病気

泌尿器系の病気

筋肉や骨の病気

骨折や外傷

がん

こころの病気

目の病気

耳の病気

歯の病気

その他

特にない

無回答

認定を受けていない者

(Ｎ=1,564)

40.4 

12.5 

16.5 

16.8 

8.0 

7.7 

7.7 

12.9 

29.2 

8.4 

8.0 

11.5 

23.9 

11.7 

18.9 

9.5 

3.9 

4.0 

0% 20% 40% 60%

高血圧

脳卒中、脳こうそく

心臓病

糖尿病

高脂血症

呼吸器系の病気

消化器系の病気

泌尿器系の病気

筋肉や骨の病気

骨折や外傷

がん

こころの病気

目の病気

耳の病気

歯の病気

その他

特にない

無回答

要支援・要介護認定者

(Ｎ=958)
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 認定を受けていない者では、「かかりつけ医を決めている」82.2％、「かかりつ

け歯科医を決めている」56.2％である。 

 要支援・要介護認定者では、「かかりつけ医を決めている」は 90.8％、「かかり

つけ歯科医を決めている」43.5％である。 

 

 

【 かかりつけ医、かかりつけ歯科医の有無（複数回答） 】 

 

 

 

■「かかりつけ医を決めている」は、認定を受けていない者では 82.2％、要支援・要介護

認定者では 90.8％、「かかりつけ歯科医を決めている」は、認定を受けていない者で

は 56.2％、要支援・要介護認定者では 43.5％  

82.2 

56.2 

8.1 

1.5 

90.8 

43.5 

2.7 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

かかりつけ医を決めている

かかりつけ歯科医を決めている

どちらも決めていない

無回答
認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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 要支援・要介護認定者では、「受けている」20.5％、「受けていない」74.2％で

ある。 

 

 

【 訪問診療（往診）の有無（単数回答） 】 

 

 

 

 

 要支援・要介護認定者では、「受けている」18.6％、「受けていない」75.8％で

ある。 

 

【 訪問看護の有無（単数回答） 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■要支援・要介護認定者では、訪問診療（往診）を「受けている」20.5％  

■要支援・要介護認定者では、訪問看護を「受けている」18.6％  

20.5 

74.2 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80%

受けている

受けていない

無回答

Ｎ=958

18.6 

75.8 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80%

受けている

受けていない

無回答

Ｎ=958
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６ 要支援・要介護認定の申請経験 

 

 認定を受けていない者について、要支援・要介護申請経験をみると、要支援・要

介護認定の申請をしたことが「ある」割合は 3.5％であり、94.5％はしたことが「な

い」と回答している。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「ある」（2.7％→3.5％）は微増、「ない」（94.5％

→94.5％）は横ばいである。 

 

 

【 要支援・要介護申請経験（単数回答） 】 

 

 

 

 

■認定を受けていない者について、要支援・要介護申請経験が「ある」は 3.5％ 

ある

3.5%

ない

94.5%

無回答

2.0%

Ｎ=1,564
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７ 日常生活における自立について 

 

 認定を受けていない者では「どれも一人でできる」が 93.7％で最も多い。具体的

に一人でできない動作をみると、「50 メートル以上歩く」2.1％、「階段の昇り降

り」1.9％、「入浴をする」1.1％、「支えなしで座る」1.0％などが 1％以上が一人

でできないと回答した動作である。 

 要支援・要介護認定者では「階段の昇り降り」36.7％、「50 メートル以上歩く」

36.6％、「入浴をする」は 32.2％が、一人でできないと回答している。また、「支

えなしで座る」「着替える」も、約 17％が一人でできないと回答している。 

 

 

【 一人でできない基本的な動作（複数回答） 】 

 
 

■要支援・要介護認定者は「階段の昇り降り・50 メートル以上歩く・入浴をする」につい

て、一人でできない割合が多い  

0.6 

0.4 

0.6 

1.0 

0.6 

1.1 

2.1 

1.9 

0.7 

0.6 

0.4 

93.7 

2.8 

7.5

11.1

12.3

17.2

12.5

32.2

36.6

36.7

17.2

12.0

11.2

40.4

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ご飯を食べる

ベッド（寝床）へ移動する

洗面や歯磨きをする

支えなしで座る

トイレに行く

入浴をする

５０メートル以上歩く

階段の昇り降り

着替える

排便

排尿

どれも一人でできる

無回答 認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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 認定を受けていない者では「どれも一人でできる」が 86.7％で最も多くなってい

る。具体的に一人でできない動作をみると、「預金の出し入れをする」4.6％、「バ

スや電車を使った外出」4.5％、「掃除や洗濯をする」4.1％、「食事の用意をする」

3.7％、「請求書の支払いをする」3.6％、「買い物をする」3.1％、「ごみを集積

所に出す」3.1％などとなっている。 

 要支援・要介護認定者では「バスや電車を使った外出」は 58.0％が一人でできな

いと回答しており、他に比べて一人でできない割合が多くなっている。次いで「掃

除や洗濯をする」49.5％、「預貯金の出し入れをする」47.0％、「ごみを集積所に

出す」46.5％、「買い物をする」46.3％、「食事の用意をする」45.1％なども、45％

以上が一人でできないと回答している。 
 

 

【 一人でできない日常生活に関わる動作（複数回答） 】 

 
 

■要支援・要介護認定者は「バスや電車を使った外出・掃除や洗濯をする・預貯金の出

し入れをする」について、一人でできない割合が多い 

4.5

3.1

3.7

4.1

2.0

3.1

3.6

4.6

86.7

4.1

58.0

46.3

45.1

49.5

30.8

46.5

41.8

47.0

23.5

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バスや電車を使った外出

買い物をする

食事の用意をする

掃除や洗濯をする

処方された薬を正しく飲む

ごみを集積所に出す

請求書の支払いをする

預貯金の出し入れをする

どれも一人でできる

無回答
認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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 認定を受けていない者では「ほぼ毎日」が 55.4％と過半数を占める。次いで「週

4～5日」21.0％、「週 2～3日」14.3％などの順に多い。「週 1日」は 4.0％、「週

1日未満」は 3.1％であり、いずれも 1割以下となっている。 

 要支援・要介護認定者では「週 2～3日」の 34.4％が最も多く、次いで「週 1日未

満」17.1％、「週 4～5日」16.5％、「ほぼ毎日」15.8％が続く。 
 
 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者では「ほぼ毎日」（52.4％

→55.4％）が増加、「週 4～5日」（19.9％→21.0％）は増加している。 

 要支援･要介護認定者では「ほぼ毎日」（16.1％→15.8％）は横ばい、「週 4～5日」

（13.3％→16.5％）は増加、「週 2～3日」（33.8％→34.4％）は微増、「週 1 日」（9.2％

→8.6％）は微減、「週 1日未満」（18.1％→17.1％）は減少となっている。 

 

 

【 外出の頻度（単数回答） 】 

 

 

■外出について、認定を受けていない者は「ほぼ毎日」が 55.4％、要支援・要介護認定

者は「週 2～3 日」の 34.4％が最も多い 

55.4

21.0

14.3

4.0 3.1 2.2

15.8 16.5 

34.4 

8.6 

17.1 

7.6 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

ほぼ毎日 週４～５日 週２～３日 週１日 週１日未満 無回答

認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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８ 就労について 

 

 認定を受けていない者について、収入を伴う仕事の有無をみると、仕事を「して

いる」は 32.4％、「していない」は 62.1％であり、「していない」が 6 割以上を

占めている。 

 年齢別にみると、仕事を「している」割合が最も多いのは 65～69 歳の 49.9％であ

り、次いで 70～74 歳では 38.2％が「している」状況にある。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「している」（32.5％→32.4％）は横ばい、「して

いない」（60.6％→62.1％）は増加している。 

 

 

 

【 収入を伴う仕事の有無（単数回答） 】 【 認定を受けていない者－収入を伴う仕事の有無（年齢別） 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※上段：実数（人）、下段：割合（％） 

 

 

 

■認定を受けていない者について、仕事を「している」は 32.4％、「していない」が 62.1％ 

認定を受けて 

いない者 
合計 

して 

いる 

して 

いない 
無回答

全 体 
1,564 506 971 87

(100.0) (32.4) (62.1) (5.6)

年
齢
別 

６５～６９歳
401 200 189 12

(100.0) (49.9) (47.1) (3.0)

７０～７４歳
416 159 233 24

(100.0) (38.2) (56.0) (5.8)

７５～７９歳
378 101 258 19

(100.0) (26.7) (68.3) (5.0)

８０～８４歳
250 37 196 17

(100.0) (14.8) (78.4) (6.8)

８５～８９歳
84 5 70 9

(100.0) (6.0) (83.3) (10.7)

９０歳以上 
24 2 19 3

(100.0) (8.3) (79.2) (12.5)

無回答 
11 2 6 3

(100.0) (18.2) (54.5) (27.3)

している

32.4%

していない

62.1%

無回答

5.6%

Ｎ=1,564
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 認定を受けていない者について、収入を伴う仕事をしている理由をみると、「家

計の維持・補助のため」が 56.1％と多くなっている。 

 認定を受けていない者について、収入を伴う仕事をしていない理由をみると、

「高齢だから」が 57.3％で最も多くなっている。 

 

 

【 働いている理由（単数回答） 】 

 

 

【 働いていない理由（単数回答） 】 

 

 

■認定を受けていない者の働いている理由の第 1 位は「家計の維持・補助のため」、働

いていない理由の第 1 位は「高齢だから」 

56.1 

15.6 

16.2 

10.7 

1.4 

0% 20% 40% 60%

家計の維持・補助のため

健康維持のため

生きがいのため

その他

無回答 Ｎ=506

15.3 

9.4 

5.4 

57.3 

7.5 

5.1 

0% 20% 40% 60%

お金に困っていない

健康に自信がない

就職先が見つからない

高齢だから

その他

無回答
Ｎ=971
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９ 社会参加について 

 

 認定を受けていない者について、現在参加している生きがい・社会参加活動をみ

ると、「特に何も行っていない」が 37.6％であり、何らかの活動をしている（100％

から「特に何も行っていない」および「無回答」を引いた数値）人の割合は 53.4％

となっている。 

 具体的な活動としては「趣味・楽しみのための活動に参加している」29.4％、「ジ

ョギングやスポーツ活動を行っている」23.3％、「町会・自治会の活動に参加して

いる」16.8％などの割合が多くなっている。 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「町会・自治会の活動に参加している」（16.5％

→16.8％）は横ばい、「趣味・楽しみのための活動に参加している」（26.5％→29.4％）、

「健康維持、介護予防のための活動に参加している」（7.6％→10.1％）、「ジョギン

グやスポーツ活動を行っている」（20.1％→23.3％）、「福祉やまちづくり、青少年

育成などのボランティア活動を行っている」（3.4％→5.2％）は増加している。 

 「特に何も行っていない」（45.5％→37.6％）は減少している。 

 

【 現在参加している生きがい・社会参加活動（複数回答） 】 

■認定を受けていない者について、参加している割合が多い生きがい・社会参加活動

は「趣味・楽しみのための活動」「ジョギングやスポーツ活動」「町会・自治会の活動」 

16.8 

8.6 

29.4 

10.1 

23.3 

5.2 

1.9 

6.8 

37.6 

9.0 

0% 10% 20% 30% 40%

町会・自治会の活動に参加している

高齢者クラブの活動に参加している

趣味・楽しみのための活動に

参加している

健康維持、介護予防のための活動に

参加している

ジョギングやスポーツ活動を

行っている

福祉やまちづくり、青少年育成などの

ボランティア活動を行っている

ＮＰＯ、市民活動に参加している

その他

特に何も行っていない

無回答
Ｎ=1,564
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 認定を受けていない者について、今後参加したい生きがい・社会参加活動をみる

と、「特に参加したい活動はない」が 29.5％であり、何らかの活動をしたい割合

（100％から「特に参加したい活動はない」および「無回答」を引いた数値）は 51.2％

となっている。 

 具体的に活動したい内容としては「趣味・楽しみのための活動」25.3％、「健康維

持、介護予防のための活動」12.3％、「スポーツ活動」11.6％、「町会・自治会の

活動」11.3％となっている。 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「趣味・楽しみのための活動」（22.8％→25.3％）、

「スポーツ活動」（10.1％→11.6％）は増加、「就業（収入がある仕事）」（10.1％→

10.5％）「高齢者クラブの活動」（10.3％→10.2％）、「ＮＰＯ、市民活動」（1.0％→

1.2％）は横ばいであり、これら以外はすべて前回調査の割合を上回っている。 

 「特に参加したい活動はない」（45.6％→29.5％）は減少している。 

 

【 今後参加したい生きがい・社会参加活動（複数回答） 】 

 

■認定を受けていない者について、参加意向が多い生きがい・社会参加活動は「趣味・

楽しみのための活動」「健康維持、介護予防のための活動」「スポーツ活動」「町会・自

治会の活動」 

11.3 

10.2 

25.3 

12.3 

11.6 

4.8 

1.2 

10.5 

2.2 

29.5 

19.3 

0% 10% 20% 30% 40%

町会・自治会の活動

高齢者クラブの活動

趣味・楽しみのための活動

健康維持、介護予防のための活動

スポーツ活動

ボランティア活動

ＮＰＯ、市民活動

就業（収入がある仕事）

その他

特に参加したい活動はない

無回答 Ｎ=1,564
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１０ 高齢者総合相談センター（地域包括支援センター）について 

 

 認定を受けていない者では、「知っているが、利用したことはない」52.4％、次

いで「知らない、聞いたことがない」が 36.9％、「知っているし、利用している

（利用したことがある）」6.7％と続いている。高齢者総合相談センター（地域包括

支援センター）の利用の有無にかかわらず、“知っている”は 59.1％である。 

 要支援・要介護認定者では、「知っているし、利用している（利用したことがあ

る）」が 43.8％で最も多く、次いで「知っているが、利用したことはない」26.2％、

「知らない、聞いたことがない」24.9％となっている。高齢者総合相談センター

（地域包括支援センター）の利用の有無にかかわらず、“知っている”は 70.0％

となっている。 

 認定を受けていない者に比べて、要支援・要介護認定者の方が“知っている”割

合が多い。 

 

 

≪要支援・要介護度別≫ 

 要支援・要介護度別にみると、要支援 1および要支援 2において、「知っているし、

利用している（利用したことがある）」割合が 5割台となっている。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「知っているし、利用している（利用したことが

ある）」は、認定を受けていない者（6.0％→6.7％）は微増、要支援・要介護認定

者（38.1％→43.8％）は増加している。 

 「知っているが、利用したことはない」は、認定を受けていない者（44.2％→

52.4％）は増加、要支援・要介護認定者（26.0％→26.2％）は横ばいである。 

 利用の有無にかかわらず“知っている”という割合は、認定を受けていない者

（50.2％→59.1％）、要支援・要介護認定者（64.1％→70.0％）ともに増加してい

る。 

 

 

■“知っている”は、認定を受けていない者では 59.1％、要支援・要介護認定者では

70.0％ 
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【 高齢者総合相談センター（地域包括支援センター）の認知度（単数回答） 】 

   ＜今回調査＞  

   ＜前回調査＞ 

6.7

43.8

52.4

26.2

36.9

24.9

4.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定を受けていない者

(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者

(Ｎ=958)

知っているし、利用している（利用したことがある）

知っているが、利用したことはない

知らない、聞いたことがない

無回答

6.0

38.1

44.2

26.0

45.3

30.7

4.5 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認定を受けていない者

(Ｎ=1,638)

要支援・要介護認定者

(Ｎ=949)

知っているし、利用している（利用したことがある）

知っているが、利用したことはない

知らない、聞いたことがない

無回答
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【 要支援・要介護認定者－高齢者総合相談センター（地域包括支援センター）の認知度（要支援・要介護度別） 】 

要支援・ 

要介護認定者 
合計 

知っているし、

利用している

（利用したこと

がある） 

知っている

が、利用し

たことは 

ない 

知らない、

聞いたこと

がない 

無回答 

全 体 
958 420 251 239 48

(100.0) (43.8) (26.2) (24.9) (5.0)

要
支
援
・
要
介
護
度
別 

要支援１ 
136 72 34 25 5

(100.0) (52.9) (25.0) (18.4) (3.7)

要支援２ 
184 95 46 32 11

(100.0) (51.6) (25.0) (17.4) (6.0)

要介護１ 
154 57 38 50 9

(100.0) (37.0) (24.7) (32.5) (5.8)

要介護２ 
233 105 61 58 9

(100.0) (45.1) (26.2) (24.9) (3.9)

要介護３ 
98 42 31 23 2

(100.0) (42.9) (31.6) (23.5) (2.0)

要介護４ 
62 22 14 21 5

(100.0) (35.5) (22.6) (33.9) (8.1)

要介護５ 
52 13 18 16 5

(100.0) (25.0) (34.6) (30.8) (9.6)

無回答 
39 14 9 14 2

(100.0) (35.9) (23.1) (35.9) (5.1)

※上段：実数（人）、下段：割合（％） 
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１１ 介護予防について 

 

 認定を受けていない者について、日常生活で行っている介護予防をみると、「散

歩や軽い運動など、身体を動かすようにしている」が最も多く、75.9％が取り組ん

でいる。 

 次いで「頭を使うように心がけている」62.5％、「人との会話を楽しむようにして

いる」48.7％などが続いている。 

 「特に何もしていない」は 9.9％で、何かをしている人の割合（100％から「特に

何もしていない」および「無回答」を引いた数値）は 87.3％となっている。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「散歩や軽い運動など、身体を動かすようにして

いる」（73.9％→75.9％）、「頭を使うように心がけている」（57.6％→62.5％）、「人

との会話を楽しむようにしている」（44.8％→48.7％）、「音楽やダンス、短歌・俳

句・川柳など、文化芸術活動を行っている」（12.1％→14.3％）はいずれも増加し

ている。 

 「特に何もしていない」（10.8％→9.9％）は微減している。 

 

 

【 日常生活で行っている介護予防（複数回答） 】 

 
 

■認定を受けていない者は 87.3％が日常生活で何らかの介護予防に取り組んでいる 

75.9 

62.5 

48.7 

14.3 

7.2 

9.9 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

散歩や軽い運動など、

身体を動かすようにしている

頭を使うように心がけている

人との会話を楽しむ

ようにしている

音楽やダンス、短歌・俳句・川柳

など、文化芸術活動を行っている

その他

特に何もしていない

無回答 Ｎ=1,564
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 認定を受けていない者について、介護予防として興味のある活動をみると、「筋

力をつけ、体力の維持・向上をはかる」は 59.6％が興味があると回答している。 

 次いで「適切な食事のとり方を知り、栄養の改善につなげる」38.1％、「楽しく食

事をするために、歯や歯茎などの口の中の健康保持・増進を行う」36.6％、「外出

の増加、人とのふれあいの機会をつくる」36.6％などについて、3割以上が興味を

持っている結果となっている。 

 「上記のようなことには、興味はない」は 10.0％であり、反対に、何か興味があ

る人の割合（100％から「上記のようなことには、興味はない」および「無回答」

を引いた数値）は 81.1％となっている。 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「筋力をつけ、体力の維持・向上をはかる」（56.7％

→59.6％）、「適切な食事のとり方を知り、栄養の改善につなげる」（36.6％→38.1％）、

「外出の増加、人とのふれあいの機会をつくる」（31.6％→36.6％）、「認知症の正

しい理解と予防への取り組み」（21.7％→25.6％）は増加、「楽しく食事をするため

に、歯や歯茎などの口の中の健康保持・増進を行う」（36.4％→36.6％）は横ばい

である。 

 「上記のようなことには興味はない」（15.1％→10.0％）は減少している。 

 

【 介護予防として興味のある活動（複数回答） 】 

■認定を受けていない者は 81.1％が何らかの介護予防に興味を持っている 

59.6 

38.1 

36.6 

36.6 

25.6 

2.3 

10.0 

8.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

筋力をつけ、体力の維持・

向上をはかる

適切な食事のとり方を知り、

栄養の改善につなげる

楽しく食事をするために、歯や歯茎

などの口の中の健康保持・増進を行う

外出の増加、人とのふれあいの

機会をつくる

認知症の正しい理解と

予防への取り組み

その他

上記のようなことには、

興味はない

無回答
Ｎ=1,564
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 認定を受けていない者について、介護予防事業の認知度をみると、「知っている

が、利用したことはない」45.7％、次いで「知らない、聞いたことがない」が

39.9％、「知っているし、利用している（利用したことがある）」が 10.5％で続い

ている。 

 介護予防事業の利用の有無にかかわらず、“知っている”という割合はあわせて

56.2％となっている。 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「知っているし、利用している（利用したことが

ある）」（6.8％→10.5％）は増加であり、「知っているが、利用したことはない」

（47.1％→45.7％）、「知らない、聞いたことがない」（40.9％→39.9％）は減少し

ている。 

【 介護予防事業の認知度（単数回答） 】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■認定を受けていない者が介護予防事業を“知っている”割合は 56.2％ 

知っているし、

利用している

（利用したこと

がある）

10.5%

知っているが、

利用したことは

ない

45.7%

知らない、聞い

たことがない

39.9%

無回答

3.9%

Ｎ=1,564

知っているし、

利用している

（利用したこと

がある）

6.8%

知っているが、

利用したことは

ない

47.1%

知らない、聞い

たことがない

40.9%

無回答

5.2%

Ｎ=1,638

＜今回調査＞ 

＜前回調査＞ 
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１２ 日常生活の支援について 

 

 認定を受けていない者について、身近な地域に生活の支援者がいるかをみると、

「そのような人はいない」が 10.7％であり、何らかの支援者がいる割合（100％か

ら「そのような人はいない」および「無回答」を引いた数値）は 84.6％となって

いる。具体的な支援者としては「具合が悪くなった時などに、連絡できる人」が

67.2％で最も多い。反対に最も少ない割合は、「災害時に避難を支援してくれる

人」の 32.9％となっている。 

 要支援･要介護認定者について、身近な地域に生活の支援者がいるかをみると、

「そのような人はいない」が 6.7％であり、何らか支援者がいる割合（100％から

「そのような人はいない」および「無回答」を引いた数値）は 86.9％となってい

る。具体的な支援者としては「具合が悪くなった時などに、連絡できる人」が

70.5％で最も多く、「災害時に避難を支援してくれる人」が 38.2％で最も少なく

なっている。 

 

 

【 身近な地域の生活の支援者（複数回答） 】 

■何らかの支援者がいる割合は、認定を受けていない者では 84.6％、要支援･要介護

認定者では 86.9％ 

53.7

37.7

58.4

32.9

49.9

67.2

58.7

10.7

4.7

56.3

54.8

59.2

38.2

57.7

70.5

62.0

6.7

6.4

0% 20% 40% 60% 80%

週1回以上、話し相手に

なってくれる人

週1回以上、定期的に安否（あんぴ）

を気遣ってくれる人

困った時に相談にのってくれる人

災害時に避難を支援してくれる人

ちょっとした手伝いや用事を

お願いできる人

具合が悪くなった時などに、

連絡できる人

具合が悪くなった時などに、

駆(か)けつけたり、手伝ってくれる人

そのような人はいない

無回答 認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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 認定を受けていない者では「寝室の家具の固定をしていない」が 36.3％で最も多

く、次いで「災害時のための水や食料などの備蓄をしていない」の 32.4％が多く

なっている。 

 要支援・要介護認定者では「避難所まで一人では避難できない」が 58.5％であり、

他を大きく上回っている。「災害時のための水や食料などの備蓄をしていない」「災

害時に情報を得ることができるかどうか心配である」「寝室の家具の固定をしてい

ない」「避難時に電気のブレーカーを下（おろ）すことができない」「身体状況等か

ら、通常の避難所では暮らせない」についても、4割以上があてはまると回答して

いる。 

 

 

【 災害時の対応や避難等について（複数回答） 】 

 

 

■要支援・要介護認定者は「避難所まで一人では避難できない」が 58.5％ 

32.4

24.8

15.2

23.9

36.3

8.4

6.3

6.7

11.3

4.7

27.2

6.4

40.7 

34.7 

34.1 

44.5 

44.5 

46.2 

58.5 

46.2 

24.7 

7.7 

6.6 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

災害時のための水や食料などの

備蓄をしていない

災害時家族と連絡をとる方法を

決めていない

暮らしている地域の避難所を知らない

災害時に情報を得ることが

できるかどうか心配である

寝室の家具の固定をしていない

避難時に電気のブレーカー

を下（おろ）すことができない

避難所まで一人では避難できない

身体状況等から、通常

の避難所では暮らせない

災害後、介護や支援してくれる人が

身近にいない

その他

特にない

無回答 認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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 認定を受けていない者について、在宅生活の継続に必要な条件をみると、「健康

状態や身体の機能を維持・向上できること」78.5％、「家事ができること」66.0％

など、回答者自身に関する条件をあげた割合が 6割を超えて多くなっている。 

 次いで「身近な地域で利用できる介護サービスがあること」35.1％、「夜間や緊急

時でも利用できる介護サービスがあること」34.5％、「日常の不安（火の始末、戸

締り、振り込め詐欺等）がなくなること」31.8％となり、“身近なサービス・緊急

対応・日常の不安解消”などの支援体制について、3 割以上が在宅生活の継続に

必要な条件としてあげている。 

 

 

【 在宅生活の継続に必要な条件（複数回答） 】 

 

 

 

 

 

 

■認定を受けていない者が考える在宅生活の継続に必要な条件は、自身の健康等の

維持･向上などに加えて、「家事ができること」など、回答者自身に関する条件をあげ

た割合が多い 

78.5 

66.0 

31.8 

13.1 

35.1 

34.5 

27.7 

5.6 

1.2 

7.4 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80%

健康状態や身体の機能を

維持・向上できること

家事ができること

日常の不安（火の始末、戸締り、

振り込め詐欺等）がなくなること

いま暮らしている住宅を

介護に適した住宅に改善すること

身近な地域で利用できる

介護サービスがあること

夜間や緊急時でも利用できる

介護サービスがあること

福祉や介護に関する情報が

多く得られること

日常の金銭管理や財産等の管理を

支援するサービスがあること

その他

特にない

無回答
Ｎ=1,564
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１３ 介護保険サービスについて（居宅） 

 

 要支援・要介護認定者について、介護サービス、介護予防サービスの利用状況を

みると、「利用している」が 74.0％を占め、「利用していない」は 19.5％となっ

ている。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「利用している」（77.9％→74.0％）は減少して

いる。 

 

 

【 介護サービス、介護予防サービスの利用状況（単数回答） 】 

 

 

 

■要支援・要介護認定者について、介護サービス、介護予防サービスを「利用してい

る」は 74.0％、「利用していない」は 19.5％ 

利用している

74.0%

利用していない

19.5%

無回答

6.5%

Ｎ=958
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 要支援・要介護認定者で介護サービス、介護予防サービスを利用している人に、

ケアプランの満足度をたずねたところ、「ケアプランは希望どおりである」が

74.9％を占めている。 

 介護サービスの満足度をたずねたところ、「介護サービスに満足している」は

72.5％である。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「ケアプランは希望どおりである」（79.4％→

74.9％）は減少している。 

 

 

【 ケアプランの満足度（複数回答） 】 

 

■要支援・要介護認定者について、「ケアプランは希望どおりである」が74.9％、「介護サ

ービスに満足している」は 72.5％ 

74.9 

4.4 

1.7 

2.8 

3.4 

2.1 

1.3 

12.7 

0% 20% 40% 60% 80%

ケアプランは希望どおりである

希望するサービスが

提供されていない

希望していないサービスが

提供されている

サービスの利用回数が

希望どおりではない

サービスの利用時間が

希望どおりではない

プランやサービスに関する

説明が不十分である

その他

無回答 Ｎ=709
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 要支援・要介護認定者について、自宅で生活する上で利用したいサービスをみる

と、「訪問介護（ホームヘルプ）」が 28.2％で最も多くなっている。 

 次いで「通所介護（デイサービス）」24.6％、「福祉用具貸与・特定福祉用具販売」

23.7％、「通所リハビリテーション（デイケア）」20.1％などが 2 割を超えて利用

意向が多いサービスとなっている。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「訪問介護（ホームヘルプ）」（32.0％→28.2％）、

「通所介護（デイサービス）」（29.3％→24.6％）は減少、「福祉用具貸与・特定福

祉用具販売」は（22.1％→23.7％）増加となっている。 

 

【 自宅で生活する上で利用したいサービス（複数回答） 】 

 

※「通所介護（デイサービス）」「ショートステイ」「居宅療養管理指導」「定期巡回・随時
対応型訪問介護看護」「小規模多機能型居宅介護」「認知症対応型通所介護」の選択肢は、
調査票では（ ）書きで説明を付しているが、報告書では掲載を省略している 

■要支援・要介護認定者が自宅で生活する上で利用したいサービスは、「訪問介護（ホ

ームヘルプ）」が最も多い 

28.2 

16.2 

12.9 

16.8 

24.6 

20.1 

17.1 

12.7 

23.7 

12.6 

9.1 

8.1 

5.5 

8.4 

8.6 

16.9 

10.1 

0% 10% 20% 30% 40%

訪問介護（ホームヘルプ）

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

訪問看護

通所介護（デイサービス）

通所リハビリテーション（デイケア）

ショートステイ

居宅療養管理指導

福祉用具貸与・特定福祉用具販売

住宅改修費支給

夜間対応型訪問介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型通所介護

わからない

特にない

無回答
Ｎ=958
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１４ 介護保険サービスについて（施設等） 

 

 要支援・要介護認定者で施設等に入所している人について、施設等での生活の満

足度をみると、「どちらかと言えば満足」の 43.5％が最も多く、次いで「満足」

が 32.3％となり、あわせて 75.8％が“満足”と回答している。 

 「どちらかと言えば不満」は 10.8％、「不満」は 2.7％であり、あわせて 13.5％

が“不満足”な状況にある。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「満足」（29.8％→32.3％）は増加、「どちらかと

言えば満足」（46.8％→43.5％）は減少、「どちらかと言えば不満」（7.8％→10.8％）

は増加、「不満」（2.0％→2.7％）は微増となっている。 

 

【 施設等での生活の満足度（単数回答） 】 

 

■要支援・要介護認定者について、施設等に入所している人の 75.8％が施設等での生

活に“満足” 

32.3 

43.5 

10.8 

2.7 

10.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

満足

どちらかと言えば満足

どちらかと言えば不満

不満

無回答
Ｎ=186
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１５ 今後の生活の希望について 

 

 認定を受けていない者について、介護が必要となった場合の暮らし方をみると、

「介護保険制度を利用しながら自宅で暮らしたい」41.8％、「家族の介護を受けな

がら自宅で暮らしたい」14.5％など、“自宅”で暮らしたいという希望があわせて

56.3％となっている。 

 次いで「特別養護老人ホームなどの施設に入所したい」9.0％、「高齢者専用の住

宅等に住み替えて暮らしたい」7.1％、「病院に入院したい」2.1％、「有料老人ホ

ームに入所したい」1.9％が続くが、「わからない」という意見も 19.0％を占めて

いる。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「介護保険制度を利用しながら自宅で暮らした

い」（40.5％→41.8％）、「家族の介護を受けながら自宅で暮らしたい」（13.2％→

14.5％）は増加、「特別養護老人ホームなどの施設に入所したい」（8.4％→9.0％）

は微増している。 

 

【 認定を受けていない者が希望する今後の暮らし方（単数回答） 】 

※「高齢者専用の住宅等に住み替えて暮らしたい」の選択肢は、調査票では（ ）書きで
説明を付しているが、報告書では掲載を省略している 

 

■認定を受けていない者は“自宅”で暮らしたいという希望があわせて 56.3％ 

41.8 

14.5 

9.0 

2.1 

1.9 

7.1 

1.3 

19.0 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介護保険制度を利用しながら

自宅で暮らしたい

家族の介護を受けながら

自宅で暮らしたい

特別養護老人ホームなどの

施設に入所したい

病院に入院したい

有料老人ホームに入所したい

高齢者専用の住宅等に

住み替えて暮らしたい

その他

わからない

無回答

Ｎ=1,564
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 要支援・要介護認定者について、希望する今後の暮らし方をみると、「介護サー

ビスを主に利用し、現在の住まいで生活したい」の 48.7％が最も多く、次いで「家

族の介護を主に受け、現在の住まい、家族の住まいで生活したい」が 19.4％とな

っている。これらをあわせた“現在の住まいで生活したい”という希望は 68.1％

となるが、一方で、「わからない」という意見も 10.8％である。 

 施設等で暮らしたいという意見では、「特別養護老人ホームで生活したい」4.2％、

「高齢者専用の住宅等に住み替えて生活したい」2.9％などとなっている。 
 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「介護サービスを主に利用し、現在の住まいで生

活したい」（47.6％→48.7％）は増加、「家族の介護を主に受け、現在の住まい、家

族の住まいで生活したい」（23.4％→19.4％）、「特別養護老人ホームで生活したい」

（5.2％→4.2％）は減少している。 

 

【 要支援・要介護認定者が希望する今後の暮らし方（単数回答） 】 

※「高齢者専用の住宅等に住み替えて生活したい」の選択肢は、調査票では（ ）書きで
説明を付しているが、報告書では掲載を省略している 

■要支援・要介護認定者は“現在の住まいで生活したい”という希望が 68.1％ 

48.7 

19.4 

4.2 

0.8 

0.7 

1.1 

0.9 

2.9 

0.7 

10.8 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介護サービスを主に利用し、

現在の住まいで生活したい

家族の介護を主に受け、現在の住まい、

家族の住まいで生活したい

特別養護老人ホームで生活したい

老人保健施設で生活したい

介護療養型医療施設で生活したい

グループホームのような介護付きの

小規模なホームで生活したい

有料老人ホーム・ケアハウスなどの

ホームで生活したい

高齢者専用の住宅等に

住み替えて生活したい

その他

わからない

無回答 Ｎ=958
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１６ 介護者の状況 

 

 要支援・要介護認定者について、あて名のご本人を介護している人の続柄をみる

と、介護者（介護に携わっている人：複数回答）は「息子・娘」「配偶者」「ホーム

ヘルパー、介護職員などのサービス提供者」の割合が多く、「息子・娘」は 39.2％

が介護にかかわっている結果となっている。 

 主な介護者（単数回答）になると、「息子・娘」24.7％、「配偶者」20.1％、「ホ

ームヘルパー、介護職員などのサービス提供者」9.3％、「息子・娘の配偶者」4.4％

となっており、家族や親族が主な介護者である割合（100％から「ホームヘルパー、

介護職員などのサービス提供者」と「特にいない」と「無回答」を引いた数値）は

51.0％である。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、主な介護者について、「配偶者」（24.9％→20.1％）、

「息子・娘」（29.7％→24.7％）は減少となっている。 

 

【 介護に携わっている人（複数回答） 】   【 主に介護している人（単数回答） 】 

 

※左図：介護に携わっている人すべてをあらわしており、一人とは限らず複数選ぶことができる 

※右図：介護に携わっている人のうち、主に介護している人 

■要支援・要介護認定者の主な介護者は「息子・娘」24.7％、「配偶者」20.1％の割合が

多い 

20.1 

24.7 

4.4 

0.2 

1.0 

0.4 

9.3 

12.4 

27.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者

息子・娘

息子・娘の配偶者

孫・ひ孫

あなたや配偶者の兄弟姉妹

その他の親族

特にいない

無回答
Ｎ=958

26.2 

39.2 

10.8 

3.5 

1.9 

1.1 

17.7 

12.4 

17.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者

息子・娘

息子・娘の配偶者

孫・ひ孫

あなたや配偶者の兄弟姉妹

その他の親族

ホームヘルパー、介護職員

などのサービス提供者

特にいない

無回答
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 要支援・要介護認定者を主に介護している人の年齢をみると、「70 歳代」23.4％、

「50 歳代」22.1％、「60 歳代」16.8％などの割合が多く、50～60 歳代である割合

は全体の 38.9％、50～70 歳代である割合は全体の 62.3％を占めている。 

 主な介護者の平均年齢は 65.6 歳、最高年齢は 92 歳となっている。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、主な介護者の平均年齢は 64.6 歳から 65.6 歳に

あがっている。 

 

 

【 主な介護者の年齢（単数回答） 】 

 

 

 

 

■要支援・要介護認定者の主な介護者は 50～70 歳代である割合が 62.3％、平均年齢

は 65.6 歳 

9.8 

22.1 

16.8 

23.4 

13.7 

14.1 

0% 10% 20% 30%

40歳代以下

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

無回答
Ｎ=488
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 要支援・要介護認定者を主に介護している人が困っていることは、「精神的に疲

れている」44.7％、「身体的に疲れている」42.6％、「自分の時間が少なくなった」

40.8％が 4割を超えて多い割合になっている。 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、「仕事との両立が難しい」（22.1％→24.4％）、「特

に困っていることはない」（11.5％→12.7％）が増加、「育児との両立が難しい」

（2.2％→2.3％）横ばいとなっている。「外出できない」（35.1％→24.6％）、「家事

との両立が難しい」（13.4％→10.9％）、「自分の時間が少なくなった」（43.0％→

40.8％）、「身体的に疲れている」（45.2％→42.6％）、「精神的に疲れている」（47.5％

→44.7％）、「健康状態が思わしくない」（26.8％→22.1％）、「相談できる相手がい

ない」（9.9％→5.5％）は減少している。「経済的にゆとりがない」（23.6％→23.0％）

は微減である。 

 

【 主な介護者が困っていること（複数回答） 】 

 

■要支援・要介護認定者の主な介護者が介護で困っていることがあると回答した割合

は 71.5％、具体的には「精神的に疲れている」の 44.7％が最も多い 

24.6 

24.4 

2.3 

10.9 

40.8 

42.6 

44.7 

22.1 

23.0 

5.5 

4.9 

12.7 

15.8 

0% 20% 40% 60%

外出できない

仕事との両立が難しい

育児との両立が難しい

家事との両立が難しい

自分の時間が少なくなった

身体的に疲れている

精神的に疲れている

健康状態が思わしくない

経済的にゆとりがない

相談できる相手がいない

その他

特に困っていることはない

無回答

Ｎ=488
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１７ 介護保険料等について 

 

 認定を受けていない者について、介護保険料に関する考え方をみると、「高いと

思う」が 44.0％を占めている。次いで「わからない」20.6％、「どちらとも言え

ない」17.1％の順に多くなっている。 

 要支援・要介護認定者では「わからない」の 31.6％が最も多く、次いで「高いと

思う」23.3％、「どちらとも言えない」18.4％、「適当である」15.1％となってい

る。 
 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者について、「適当である」

（7.8％→10.2％）は増加、「高いと思う」（45.7％→44.0％）、「わからない」（21.7％

→20.6％）は減少、「どちらとも言えない」（17.0％→17.1％）、「安いと思う」（0.2％

→0.3％）は横ばいとなっている。 

 要支援・要介護認定者では「高いと思う」（19.0％→23.3％）は増加、「安いと思

う」（0.5％→1.1％）は微増、「わからない」（36.4％→31.6％）は減少、「適当であ

る」（15.9％→15.1％）、「どちらとも言えない」（19.3％→18.4％）は微減となって

いる。 

 

【 介護保険料に関する考え方（単数回答） 】 

 

※上記の要支援・要介護認定者の集計は、問 27（要支援・要介護認定
者で在宅の者）、問 37（要支援・要介護認定者で施設等入所の者）を
合計して集計した結果である 

 

■「高いと思う」は、認定を受けていない者では 44.0％、要支援・要介護認定者では

23.3％ 

10.2 

44.0 

0.3 

17.1 

20.6 

7.8 

15.1

23.3

1.1

18.4

31.6

10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

適当である

高いと思う

安いと思う

どちらとも言えない

わからない

無回答
認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=1,144)
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 認定を受けていない者では「どちらとも言えない」が 38.0％を占め、次いで「介

護サービス・介護予防サービスを多少抑（おさ）えても、保険料が安い方が良い」

19.6％、「保険料は多少高くても、介護サービス・介護予防サービスが充実してい

る方が良い」17.3％、「わからない」16.4％の順になっている。 

 要支援・要介護認定者では、認定を受けていない者と同様に、「どちらとも言え

ない」が 37.0％を占めて最も多いが、次いで「保険料は多少高くても、介護サー

ビス・介護予防サービスが充実している方が良い」21.0％、「わからない」17.1％、

「介護サービス・介護予防サービスを多少抑（おさ）えても、保険料が安い方が良

い」14.8％となっている。 
 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者では「保険料は多少高く

ても、介護サービス・介護予防サービスが充実している方が良い」（17.4％→17.3％）

は横ばい、「介護サービス・介護予防サービスを多少抑（おさ）えても、保険料が

安い方が良い」（22.4％→19.6％）は減少、「どちらとも言えない」（35.7％→38.0％）

は増加している。 

 要支援・要介護認定者では「保険料は多少高くても、介護サービス・介護予防サ

ービスが充実している方が良い」（22.7％→21.0％）は減少、「介護サービス・介護

予防サービスを多少抑（おさ）えても、保険料が安い方が良い」（12.4％→14.8％）

は増加、「どちらとも言えない」（36.7％→37.0％）は横ばいである。 

 

【 介護保険料のあり方（単数回答） 】 

 

※上記の要支援・要介護認定者の集計は、問 28（要支援・要介護認定者で在宅の者）、
問 38（要支援・要介護認定者で施設等入所の者）を合計して集計した結果である 

■認定を受けていない者、要支援・要介護認定者ともに「どちらとも言えない」が最も多い 

17.3 

19.6 

38.0 

16.4 

8.6 

21.0

14.8

37.0

17.1

10.1

0% 10% 20% 30% 40%

保険料は多少高くても、介護サービス・

介護予防サービスが充実している方が良い

介護サービス・介護予防サービスを多少

抑(おさ)えても、保険料が安い方が良い

どちらとも言えない

わからない

無回答
認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=1,144)
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１８ 区の高齢者施策等について 

 

 福祉、介護の情報源をみると、認定を受けていない者では「区の広報、回覧板、

ポスター」の 67.3％が突出して多く、次いで「友人、知人」17.5％、「新聞」14.1％、

「テレビ」11.6％が続いている。「特にどこからも得ていない」という人も 18.0％

となっている。 

 要支援・要介護認定者では「ケアマネジャー」が 54.0％と 5 割を超えて多く、次

いで「区の広報、回覧板、ポスター」39.6％、「家族」17.2％となっている。 
 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と選択肢が同一ではないため参考までにとどめるが、認定を受

けていない者で増加した選択肢は、「テレビ」（10.0％→11.6％）、「区の広報、回

覧板、ポスター」（62.8％→67.3％）、「友人、知人」（15.8/％→17.5％）、「ケアマ

ネジャー」（2.1％→3.1％）、「公共施設（区役所、区民事務所、図書館など）」（3.5％

→7.4％）、微増した選択肢は「区のホームページなど」（4.6％→5.2％）。「ラジオ」

（2.3％→2.8％）は横ばいである。 

 要支援・要介護認定者で増加した選択肢は、「テレビ」（7.2％→9.5％）、「ラジオ」

（1.2％→2.2％）、「区の広報、回覧板、ポスター」（35.2％→39.6％）、「民生委員」

（1.8％→3.0％）、「公共施設（区役所、区民事務所、図書館など）」（1.5％→6.2％）。

「新聞」（8.4％→8.9％）は横ばいである。 

 

■認定を受けていない者は「区の広報、回覧板、ポスター」、要支援・要介護認定者は

「ケアマネジャー」が最も多い 
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【 福祉、介護の情報源（複数回答） 】 

 

11.6 

2.8 

14.1 

67.3 

17.5 

8.8 

1.7 

3.1 

3.0 

7.4 

5.2 

1.0 

18.0 

4.9 

9.5

2.2

8.9

39.6

10.5

17.2

3.0

54.0

11.2

6.2

3.4

1.0

8.6

6.5

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ

ラジオ

新聞

区の広報、回覧板、ポスター

友人、知人

家族

民生委員

ケアマネジャー

高齢者総合相談センター、

介護サービス事業所など

公共施設（区役所、区民事務所、図書館など）

区のホームページなど

その他

特にどこからも得ていない

無回答

認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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 認定を受けていない者では「自宅で利用できるサービスを充実させること」の

49.7％が最も多く、次いで「困った時に気軽に相談できる場所を整備すること」の

42.8％「特別養護老人ホームなどの入所施設を整備すること」の 39.1％、「介護

が必要になるのを防ぐため介護予防サービスを充実させること」の 36.6％が続い

ている。 

 要支援・要介護認定者では「自宅で利用できるサービスを充実させること」が

45.0％で最も多く、次いで「困った時に気軽に相談できる場所を整備すること」

33.7％、「ケアマネジャーやホームヘルパーなどの人材を育成すること」31.3％、

「特別養護老人ホームなどの入所施設を整備すること」31.1％が続いている。 

 

 

≪経年比較≫ 

 平成 25 年度の調査と比較すると、認定を受けていない者では、「認知症の予防の

ための取り組みを充実させること」（29.2％→32.2％）、「自宅で利用できるサービ

スを充実させること」（47.4％→49.7％）、「福祉や介護に関する情報提供を充実さ

せること」（31.7％→33.6％）、「ケアマネジャーやホームヘルパーなどの人材を育

成すること」（27.4％→29.2％）、「介護が必要になるのを防ぐため介護予防サービ

スを充実させること」（34.9％→36.6％）、「身近な地域のボランティア活動などを

支援すること」（14.5％→15.9％）、「困った時に気軽に相談できる場所を整備する

こと」（41.6％→42.8％）、「介護度が重度化するのを防ぐ介護予防サービスを充実

させること」（22.7％→23.8％）、「公共機関や道路等のバリアフリー化を進めるこ

と」（26.2％→27.2％）などが増加している。 

 要支援･要介護認定者において増加した選択肢は、「健康維持などのため、気軽に

運動できる場所や機会を提供すること」（21.8％→23.6％）、「認知症の予防のため

の取り組みを充実させること」（26.3％→27.7％）、「ケアマネジャーやホームヘル

パーなどの人材を育成すること」（30.2％→31.3％）、「困った時に気軽に相談でき

る場所を整備すること」（32.6％→33.7％）、「高齢者の虐待（ぎゃくたい）防止や

成年後見（せいねんこうけん）制度の利用支援などに力を入れること」（11.2％→

12.3％）、「介護が必要になるのを防ぐため介護予防サービスを充実させること」

（26.6％→27.7％）である。

■認定を受けていない者、要支援・要介護認定者ともに「自宅で利用できるサービスを

充実させること」が最も多い 
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【 区に充実して欲しい高齢者施策（複数回答） 】 

49.7

29.2

39.1

36.6

23.8

32.2

25.7

33.6

29.3

31.5

21.0

25.3

34.9

19.0

27.2

27.2

15.9

42.8

15.3

2.6

13.8

45.0 

31.3 

31.1 

27.7 

22.2 

27.7 

20.4 

26.9 

19.9 

19.8 

16.3 

21.6 

23.6 

16.8 

23.7 

27.8 

12.4 

33.7 

12.3 

2.1 

19.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅で利用できるサービスを充実させること

ケアマネジャーやホームヘルパーなどの

人材を育成すること

特別養護老人ホームなどの

入所施設を整備すること

介護が必要になるのを防ぐため

介護予防サービスを充実させること

介護度が重度化するのを防ぐ

介護予防サービスを充実させること

認知症の予防のための取り組みを充実させること

介護保険サービスの質の向上に向けた

指導・監査を強化すること

福祉や介護に関する情報提供を充実させること

医療に関する情報提供を充実させること

健康維持・体力づくり・仲間づくりの

情報提供を充実させること

防犯に関する情報提供を充実させること

防災に関する情報提供を充実させること

健康維持などのため、気軽に運動できる

場所や機会を提供すること

引きこもり防止のための活動・

交流の場所や機会を提供すること

高齢者が住みやすい住宅を整備すること

公共機関や道路等のバリアフリー化を進めること

身近な地域のボランティア活動などを支援すること

困った時に気軽に相談できる場所を整備すること

高齢者の虐待（ぎゃくたい）防止や成年後見（せいねん

こうけん）制度の利用支援などに力を入れること

その他

無回答 認定を受けていない者(Ｎ=1,564)

要支援・要介護認定者(Ｎ=958)
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